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すで に別稿で 触 批 よ慮 明糊 ・ おけるわ が 国近代デ ザ ィ ・ の 騨 を み る うえ で 洛 騰 覧会
・共進会活動の 果 した意 義と役割は大き い 。 特 に ウ ィ
ーン 万国博覧会 （以 下万博 と略称す る 。 ） とそ
れ に続 くフ ィ ラ デ ル フ ィ ア 万博 べ の参同は ， こ の 両博覧会に 顧問 として 参与 したお雇い 外国人 ド ク ト
ル ・ワ グネ ル の 見識 に よ り，伝統産業の 再興 と産業振 興 に対す る美術 の 効用 の 認識をは じめ数 々 の成
果を もた らし ， わ が国近代デザ イ ン 運動 の 起 点とな っ た 。
　こ れ ら海外博で の 成功を もとに，1877（明治10）年第 1回 内国勧業博覧会 （以下 内国博 と略称する 。）
が開催 され ， 以後明治政府殖産 興業政策の 重要な
一翼を に な う事業 として 、
一連 の 内国博あ るい は各
種共進会活動が展開され る こ ととなる 。
　先進工業国と して の西欧の文物 ・ 制度を急 速に移入 し ， わが国産業社会の 改革を めざす こ とを 目的
と し た こ れ ら政府主 導型 の 博覧会 ・ 共進 会活動 は，関係官民 の 努力 にもかか わらず．必 ず しも充分な
成果を得た とはい い が た い 。 また そ の上意下達的勧業政策 とあいま っ て，当時の 産業社会
の 実態 と の
間に幾多の 矛盾を生み出す こ とに もな っ て い る 。
　デ ザ イ ン の 問題 も例外で は あ り得 な い 。 第 1 表は ， 第 1 回内国博よ り第 5回 内国博およ び東京勧業
博覧会 における図案関係 の 出品区分を示 し た もの で あ る 。 図案関係出品 区分 は ， 西欧工 業化社会を前
提 として 成立 して い たデ ザ イ ン 概 念を， わが 国産 業の 振興 を計 る 目的で 導入す るた め設 けられ た区分
で あ りなが ら第 1回よ り第 5回にか けて の 内国博で は，美術ある い は美術工 芸の 中に位置 づ けられて
い た こ とが わか る 。 そ の 背景に は，デ ザ イ ン 概念 の 導入に あ tcり． ウ ィーン 万博 ・フ ィ ラデ ル フ ィ ア
万博な ど海外博で の 成功を もと に，デザ イ ン の規範を 日本伝統美術工 芸に求め ， こ れを至 上 の もの と
して 産業の 振興を積極的に 推進 して 来た学者 ・ 実業家 ・ 行政家
・美術工 芸家があ り， 博覧会における
審査員の 多 くは こ れ らの メ ン バ ーに よ り構成 され て い た 。
　こ の こ と は s 美術工 芸品的観点を離れて 特に デザ イ ン 面で の啓蒙 の 必要な一般産業 と して の 陶磁器
・漆器 ・金 属 器 ・ 織物な どの 審査 に あ た っ て も，美術工 芸的評価 が強調 され る傾向が生れ ， 産業 に お
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「第 2回内国勧業博覧会 「第 3回 内国勧業博覧会
覧会報告書」　　 、 報告書」明治16年 に よ　 1 出品部類 目録』




に よ る 。
けるデザ イ ン の 持つ 意義が正 し く評 価され な い とい う結果を生ん で い る 。 また ， 前記 諸産業の 実態が ，
明治期を通 じて 殆ん ど手工 業中心 で あ っ た こ とは，審査 が美 術工 芸的評 価 lc傾か ざるを得な い 原因の
一
つ で もあ っ た 。
　 こ れ らの 問題の解決 に は，先ず産 業の 工 業化，次 い で 工 業社会 に対応 したデザイナーの 養成が必要
で あろう 。 結果と して は ， 明治政府 の 殖産 興業諸策に もかかわ らず ， 陶磁器 を は じめ とす る伝統産 業
の 工 業化は明治期を通 じて 殆ん ど成 功 しなか っ た 。 伝統産業に 代 っ て デザ イナーに 活躍の 場を もた ら
した の は ， 機械化 が比較的早 く達成 され た 印刷お よ び その 関連産 業で あ っ た 。 第 1表 の 東京勧業博覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’　 ，こ
会 に おいて 図案が 初め て美術よ り独立 し，図案の 中の 第24類が印刷物を対象 として い る こ とは そ の ひ
とつ の 現 れ で あ る。
　1897 （明治 30）年，東京工 業学校 に 工 業図案科が 設 置され る こ と に よ り， 工 業を前提 とした デザ ィ
ナーの養成が 始ま り，1900 （明治33）年 パ リ万博参同を転機とした デ ザイ ン 改革運動を起点 として そ
の 活発な活動が展開され る こ と とな る 。 1901 （明治34）年 に結成 され た大 日本図案協会に お け る東京
工 業学校工 業図案科の 教員 ・ 在学生 ・ 卒業生の 活動は ， そ の 顕著な 例で あ る 。
　本稿に お い て は ， 一連の 内国博 に お い て デ ザ イ ン の 問題が どの よ うに 推移 し た か を見つ つ ， 大 日本
図案協会 とそ の 機関誌 「図按」に つ い て 概 説 し，拙稿 「明治と デ ザ イ ン ー東京高等工 業学校工 業図案
科を 中心 に一」　（「夙川学院短期大学研究紀要』第 2号昭和53年） に お ける明治30年代の デザ イ ン 運
動 の 展 開を補足 して み た い 。 ．
2
第 1回内国博出品区分第 3区美術は第 1類彫像術よ り始 まるが ， デ ザ イ ン に かかわ る分野の 類別 と
して 第 5類百 工 図案な るテ ーマ が掲 げられ て い る。 ワ グネ ル が博覧会事務局長河瀬秀治に 提出した報
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第21類 美術工芸 第58類 美術 工 芸 第 22類 建築図案
其 6 其 2 第 23類 美術工芸図案
美術工 芸 二 供 ス ベ 美術工芸品 ノ図案 第24類 広告 ， 表紙 ，
キ 図案 及模型 レ ッ テ ル ， 絵
葉書等 ノ図案
第 1部 工 業　　 l
　　　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　1
第 5部 化学工 業





明治41年 に よ る 。
務省　告示第41号） に　　 ．
1 　　 よ る 。i i
告書 によれば， 第 5類 の 出品状況は次 の よ うで あ っ た 。
　　　上 野会場中曽テ 工 業 ノ図案 ヲ 見 ス 思 フ ニ 日本 ノ 画工 未 タ其事 二 習練 セ ス 亦之 ヲ為 ス ヲ好 マ サ ル
　　ニ ヨ ル 然 レ トモ 将 サ ニ 工 芸技術 ヲ 勧奨 セ ン ト欲 セ ハ 百 工 図案 ノ 美良ナ ル モ ノ ヲ蒐集 シ 或 ハ 画図或
　　ハ 油画或 ハ 写真等之 ヲ博物館 二 蔵 シ年 々開館シ テ衆庶 ノ縦覧二 供 ス ヘ シ 斯ノ如 ク ス レ ハ 将来 二 便
　　益ナ ル 明カナ ル ヲ以 テ政府宜 ク之 力設立 ヲ助ケ若干 ノ資金 ヲ賦与 シ 又図画ヲ著 ス モ ノ ・ 外他人 ノ
　　之 ヲ模写 ス ル ヲ防 ク ヘ シ 是 レ 専売特権 ノ ー制ナ リ但比保護 二 関 ス ル 法則未日本二 行 ハ レ サ ル ノ間
　　ハ 固ク館 内二 列 ス ル 画 図工 案 ノ復写 ヲ 禁 シ 或 ハ 密 二 之 ヲ愉写ス ル モ ノ ア ラ バ 其姓 名 ヲ 公告 シ 以 テ
　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　其濫偽 ヲ防 クヘ シ
　ワ グネル は， 「工 業 ノ図案 ヲ見 ス 」 と して 図案関係 区分 に 批評す べ き出品 物もみ ない ままに ， デ ザ
イ ン 啓蒙に あた り博物館の は たす べ き役割を述 べ ， デ ザ イ ン 盗用 の 防止策 に触れ るな どデ ザ イ ン に 附
帯す る 巾広 い 問題 につ い て ． 周到 な配慮を払 うべ き こ と に言及 して い る 。 デ ザイ ン の保護に つ い て は，
意匠条例の 制定が 1888 （明治21）年で ある こ とを考え ると卓見 と い うべ き で あろ う。
　意匠の 保護 に先立 つ デ ザ イ ン の 必要性に つ い て は報告書第 3 区の結語に お い て も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　　　　じ　　　り
　　　又新 二 品料ヲ製 セ ン ト欲セ ハ 其貴重 ト否サ ル ト ヲ論 セ ス 必 ス 図案 ヲ下 シ 之 二 依 リテ先ツ試験ヲ
　 　 　　　 　　 　 　　 　 コ
　　行 フ ヘ シ 夫 レ 美術 ノ工 業 ト相俟 チ テ 用 ヲ ナ ス ハ 実 二 緊要 ノ事 ニ シ テ 日本富殖 ノ 道 ヲ謀 ル ニ 最 モ 忽
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ニ ス ヘ カ ラサ ル ナ リ （傍点筆者 ； 以下 同 じ）
と くり返 し述べ て い る 。
　第 1 回内国博 に置 かれ た デ ザ イ ン 関係の類別 区分百工 図案は，第 2回 内国博にお い て は第 4類百工
図案工 芸品建築装飾 ノ図案等 として 受 けつ がれて い るが，そ の 実態は　　　　　　．
　　　工芸 ノ製品建築装飾図案雛形等 ハ 工 業上必要ナ ル モ ノ ナ レ トモ 諸工 入 未此域 二 歩 ヲ進ル 者甚 タ
　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ー 3 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　 レ ニ シ テ評 ス ヘ キ モ ノ 亦稀
で あ り， 第 1 回内国博の の ちも百工 図案 の部門に おい て格別 の 進展 はみ られて い な い 。 そ の 原因の 一
っ はデ ザ イ ン 概念 の 導入が計 られ始め て よ り日 も浅 く， ワ グネ ル の指摘に もみ られる よ うに製作 に か
か る以前 に 計画 的 に 製品 の 完成後 の 姿を予 測す る デ ザ イ ン の 技法が 理 解 され て い な か っ た こ とにあ る
が．報告者は さら ｝こ
　　　其 ノ他各種 ノ 図案各家 ノ意匠 ヲ見 ル ニ タル モ ノ ア リ ト雖モ 間然ナキ モ ノ少シ 現 今製作上 二 於 テ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　 モ 完全無瑕 ノ製品ハ 甚 タ難 シ 況 ヤ図案雛形 二 於テオ ヤ
として，製品の完成度の 低さ に原因の 一端を求め て い る 。 当時デザ イ ン の 対象とな っ て い た陶磁 器 ・
漆器 ・ 金属器 。 織物な どの 産業の 殆ん ど は 数名の職人や家族労働 に よ る零細規模 の もの で あ り， 手工
芸の 限界性 ｝こ もとつ く完成度の 低さ．質の 不 均一性 は避 けられぬ 問題 であ っ た 。 こ の 問題は 1900（明
治 33）年 パ リ万博 にお い て 先進工業国と して の ヨ ーロ ッ パ 諸国の 製品と 日本出品物 との 彼我 の 差 とな
っ て あらわ れ ， 明治期に お け るデ ザ イ ン 運動 に 重大な転機を与える こ ととな る 。
　報告書は上 記 の 聞題点をふ まえ つ つ も
　　　而 レ トモ 美術 ノ真説 二 進 ハ 此途 ニ ヨ ラ サ レ ハ 妙技 ノ 結果 ヲ得 ル モ 亦 カ タ シ b ス 工 業諸家之 レ ヲ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　以テ彼岸 二 到 ル ノ 舟筏 ナル 事 ヲ了 シ テ 忽視 ス ル ナ カ ラ ン ヲ 欲 ス
と結び，産業発展の一助として デザ イ ン の 持 つ 意義を説い て い る 。
　第 3回内国博に お ける審査委員長九鬼隆一は，わ が国の デザ イ ン を次の よ うに評 価 して い た 。 織物
に例を引きつ つ
　　　西洋法 二 学 ヒ 器機 ヲ択 ヒ テ織 出ス コ ソ 必要ナ レ ハ 凡百 ノ 「デ ザ イ ン 」 即意匠及模様 ハ 断乎 トシ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　テ之ヲ西洋二 取 ル ヘ カ ラス
とし，また 音楽，美術 は西洋に 一歩ゆ つ る と して も
　　　独 リ 「デ ザ イ ・ 」聴 匠及模 様一事 ・ ソ我 ・ ・ 大言シ テ宇内二 飜 ス 、レ ニ 足ル モ 9
と述 べ て い る。こ こ で はデザ イ ン が ， パ ターと して の 狭 い 範囲で し か 認識され て い な い が ， わが 国の
デ ザ イ ン を至上 とす る考え方 は ， 国粋主義的 日本伝統美術の 擁護者で あ っ た九鬼隆一と して は当然 の
こ とで あ ろ う。こ の 考え方は ， ウ ィーン 万博以後そ の参画者を中心 に結成 された竜 池会 （の ちの 日本
美術協会）の 活動を 中心 に ， 長 く明治30年代初頭ま で の デ ザ イ ン 思 潮の主流 をなすと ともに ， わが 国
が西欧列国に 互 して 国際社会の 一員 と して 登 場す る際の ， 国威発 揚 の 手段 として も助成 され て い るが，
こ れ もユ900（明治33）年 パ リ万博へ の 参同の 結果 ， 伝統至上 主義に対す る反省 とな っ て デザ イ ン 改革
運動 へ とつ な が っ て ゆ く。
　
一方内国博に お ける出品区分および そ の 審査は ， 当時の産業界の 実態を反影 して 新 しい 矛盾を生み
出し・ 第 3回 内国博以後表面化して 来 る 。 第 1表に もみ るよ うに，第 1 回内 国博第 宮区製造 品よ り第
5 回 内国博第 5 部化学工 業まで の 区分が，美術 あ る い は美術 工 芸 の 区分 と併置され， 陶磁器 ・ 漆器 ・
金属器 ・ 織物な どは い つ れ の 区分に も出品が 可能で あ っ た 。 前述 の よ うに ，当時 こ れ ら製品の 製造に
あた っ て い た産業の 実態 は ． 殆ん どが手工 業を中心 と した もの で あ り，工 業と工 芸とを ど の 点で 区別
す るか は出品者に と っ て 判断の つ きに くい 閥題 で あ っ た 。
　明治21年12月 3 日付告示第 3号 に よ る第 3 回 内国博 出品主 心得で は，緒言で こ の 点を次の よ う に説
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒方 ：明治 とデ ザ イ ン
明 して い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  さ い くを な し て で きあ が り
　　　第 1部 （工 業） は之を16類に 分 ち概ね 加 工 既 成 の 物品を陳列す るの 区
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うるわ しくけだ か　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く ふ う
　　　第 2部美術は之 を 5類に分 ち其列品 は総 て 工 芸に成 り秀 麗高雅に して 美術 の 巧妙を顕は し意匠
　 　 ちえ けん しきわ ざ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　知識技術及新機軸の 4者 に基 け るも の に 限れ り
　 そ して こ の 2 つ の 区分に また が る出品物に つ い て は
　　　同種の製品に して 第 1部或 は第 2部 に属する 区別 あ り陶磁器，漆器，金属 器，織物，繍物，竹
　　木製品其他玉石 ， 牙 ， 甲等 の諸品に して 専 ら彫 刻若 し くは画，紋， 装飾の美術を示すべ き目的を
　　以て拵 らへ た る もの は第 2部に属す反品質の 善 き こ と， 製作の 精 しき こ と代価 の 安き こ と用途 の
　　便利な る こ とを 目的と し或は釉色若 し くは効用 を主 とす る もの は仮令何程かの 彫刻画紋な どあ り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　 とも是等の 類は 第 1部に属す
とし，区別 を誤れ ば出品物の 審査 に不 利益とな る と説明 して い るが， こ こ に い う品質が 良 く低価格で
ある こ とは工 場制工業 に よ る大量生産に よ っ て の み可能で あ り， 陶磁器 ・ 漆器 ・ 金属器 ・織物な ど の
産業に お い て 工 業が未成熟で あ っ た 当時 と して は ， 出品主心得が充分理解 された とは考え に くい 。
　工 業 と工 芸が未分化で あ っ た こ と は ， 工 業の 区分 の 出品物審査 に あ た っ て も， 美術工 芸的評価が重
視 されす ぎて い ると い う批判を生 む こ と と な っ た ，
　第 4回内国博直前の 第 8回帝国議会衆議院にお い て ， 博覧会審査 に つ き小室重弘は次の よ うな質問
を行 っ て い る 。
　　　現 に勧業博覧会 と云ふ よ うな名を以 て 成 っ て 居 る に も拘らず ， 此博覧会に対す る政府 の方針に
　　就 い て は私共疑ふ 所の もの が ご ざ い ます 。 何 となれ ば今 日 に於て 此博覧会の 大方針が美術的に傾
　　い て 居ると云ふ こ と は間 々 入 々 の 認 め る所 で あ ろ うと考へ て 居 りますが （中略）併なが ら勧業博
　　覧会 と云 ふ
一
の此国の富を為す道 を講 ず る所 以 の もの に 向 っ て ， 専 ら之を美術的方針に依 っ て ，
　　観察 して 行 くと云 ふ こ とは，甚だ其 当を得 た もの で なか らうと思 ふ の で ござ い ます （中略）此博
　　覧会 ， 或は共進会 と云ふ 様な もの に対 して は ， 其審査 ， 又此出品物の 優劣を附け て 行 く
’
と云ふ と
　　きには ． ど う云ふ 方針で 多 くや っ て 居 るか と云ふ な らば．先づ以て 此美術的眼光か ら観察を下 し
　　て 居る と云 ふ もの が ， 間々多 くあるや うに 思 ふ 。言葉を換へ て 申しました な らば，美術 的観察に
　　偏欹 し て 居る と 云 ふ ・ と は 免 れな か らうと思ふ の で ご ざい 謡
　小室重弘が 批判 しtcの は，特に 第 1部工 業に お ける審査 の あ り方で あろ うが ， こ れ に対す る時の 農
商務大臣榎本武揚の答弁は
　　　各部其特 種の性質を具有す るを以 て 固よ り一概に 混 同す へ から さるは論を俟た さ るな り即ち第
　　2部の 如き美術及美術工 芸の 部に 於 て は美術 的観察を 以て 之を審査 し第 1部 の 或部分に於て も亦
　　幾分の 美術的観察を加 ふ るを 要すと雖 も第 3部農業森林の 如 き第 4部水産 の 如き （中略）専 ら美
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　術的観察に偏欹す へ きもの に あらさ るな り
と至 極当然の 事を述 べ る に と どま っ て い る 。 ちな み に 第 3回内国博の 第 1部工業お よ び第 2部美術の
代表的審査員名を挙げれ ば ， 次の 通 りで ある 。
　第 3回内国博 （1890〈明治23＞年開催）
　　第 1部 工 業 　 　 　 　 　 第 2部 　美 術
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○黒　 　川　 　眞　 　頼
○山　 本　　五 　　郎
○松　 　尾　 　儀　 　助
○岸　　　　 光　　景
○石　 　川　 　光　 　明
○涛　　川　　惣　 　助
　河 　　原　　徳　　立
○加　 　納　 　夏　 　雄
○竹 　 　本　 　隼　 　太
　 原　 田　 直　 次　 郎
　 執　 　行　 　弘　　道
○岡　 　倉　　覚　　三
〇 小 山 正 太 郎
　 松　 　岡、　 　 　 寿 等
（「第 3回内国勧業博覧 会事務 報告」明治 24年に よ る 。 ）
注　○印は明治 20年 日本美術 協会委員
　 こ れ に よ る と，第 3回 内国博 の 第 1部工 業 と第 2部美術 の 審査員は兼任者が多 く，また そ の 多 くが，
ウ ィーン 万 博参同を 契機 として 日本伝統美術工 芸に よ る産業 の 振興を 目的と し て 結成された竜池会
（第 3回内国博開催当時は 日本美術協会 と改称されて い た 。 ） の会員 に よ り構成 さ れて い る こ とを考
え る と ， 小室重 弘 の 質問に は 肯首せ ざ る を得な い 点が 含まれ て い た と思 われ る。
　第 4回内国博は ， 会場を従前の 東京よ り京都に移 し ， 1895（明治 28）年に 開催さ れて い る 。 出品点
数は第 3 回をやや上 廻 る もの の ， 出品人員で は 2千余名程減少 し， 日清戦争の余波を受けて や や低調
とな っ て い た 。
　第 1部工 業 の うち陶磁 器 の 審査員をみ て み る と， 塩 田眞 ， 涛川惣助 ， 河原徳立 に 加え て 工 業教育者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
として の 手 島精一 ， 中沢岩太 ， 阪 田貞一，実業家 の 森 村市左衛門らの 名が み え ， 工 業的観点 よ りの 審
査 へ の配慮の あとが うかが え る 。 また明治 にお け るデザイ ン の先覚者納富介次郎が ， こ の 部門に 名を
連 らね て い る こ とは注 目すべ きで あろ う。
3
　第 4回 内国博の 開催 され た 明治 20年代末は ま た 実業教育面に お い て 伝統産 業の 近代化を積極的に 推
進 し， あわ せ て 日清戦争を契機と して 生 れ つ つ あ っ た 工 業化社会に 対応 した 人 材を 育成す る方向へ と，
そ の 施策 の 転換を計 っ た時期で もあ る 。
　1894 （明治27）年発布 の 徒弟学校規定 （明治27年 7 月25日文部省令第20号）と同年発布の 実業教育
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
費国庫補助法 （明治27年 6月 22日法律第21号）は そ の如実な例で あ る。
　東京美術学校図按科設置 （1896＜明治29＞年） に次い で 東京工 業学校附属工業教員養成所 に 工 業図
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒方 ：明治とデ ザ イ ン
案科が設 置された の は1897（明治30）年の こ とで あ っ た 。 明治期に おける工 業教育の 積極的推進者 で
あ っ た当時 の東京工 業学校長手島精一は ， 工 業図案科設置 の 理 由を次の よ うに述 べ て い る 。
　　　現今の 実業上 に就い て 観察すれば．大 い に 意 匠図案を要する もの が多 い の で ， 図案家 の 供給は
　　非常に夥 しい の で す 。 処が そ の 図案家は何人で あるか と云ふ と ， 専門家 は実 IC少い 。 古来か ら専
　　門に図案意匠を遣 っ て 居た もの を数 へ ると．少 し極端 に云へ ば紋屋 と陶磁器の 画附位で ， 而も こ
　　れ等の 仕事は多 く【日套を墨守 して ， 決 して 斬新な もの は出来な い の で す 。 又 全体 で 云 は ば装飾品
　　には少 し図案を施 した もの もあるが ， 日 用 品に は殆ん ど無 しと云 っ て も好 い 位で す。
　　　維新以 後殊に近年 は工 業が 発達 し， 取 り分 け大規模 の 器機的発達が著 しい か ら．一つ の 図案で
　　大多数 の 物品を製作す る必要が起 りま した 。 即 ち染物で 云は ゴ ， 一つ の n 一ル で も， 150円も掛
　　か る。 こ の ロ ール を使用 して 一図案の 染物の原図を製 したな ら， ロ ール 許 りで 150円だか ら，此
　　上に 図案料や そ の 他の もの を 合す る と ， 随分多額 の 金 を要する訳 で 大多数 の 製作品を製造せ ね ば，
　　決 して 利 を得 る事が六ケ敷い 。 さす れ ば原 因 の根本な る図案が優 っ て 居なければならぬ 理 由にな
　　るで はありませ んか 。 若 し図案意匠が拙劣で 製作品の 販路が無い と，沢 山な損失を蒙ね ばな ら ぬ 。
　　こ れ に反 し図案意匠が優て 居 て ，社会の 嗜好に 適 し ， 販路が 多けれ ば大に 利する こ とが 出来る で
　　あろ う。 こ れに 依 っ て 考へ て 見る と ， 図案 の 必 要とそ の 責任は ， 工 業上に 取 っ て 非常 IC重大な も
　 　 の で あ るの で す 。
　　　図案 も固よ り専門的の もの で あ るか ら， 決 して 容易な もの で は 無い の で す 。 一図案を按 出す る
　　に は ， 先づ 図案を設 すそ の物 の性質を知 らねばな らぬ 。 即 ち織物は織物の 性質，陶磁器は陶磁器
　　特有 の 性質を 明 に せ ね ばな らぬ の で す 。 外 国で は工場 に は必 らず図案専門家を抱 へ て 居て ，小工
　　場は 2 ， 3人 よ り大工 場は数人 を雇 ひ 入れ て ，各 自工 場製 作物特殊の 図案を按出せ し め て 居る 。
　　こ れ は云ふ迄 も無 く， 材料の 性質を能 く了解 して 居 るか ら， 普通一般の図案家 が考按 した よりは ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　遥 に勝 っ て 居 る訳だ か ら で す 。 こ れが本校に 図案科を置い た 主 旨で あ ります。
　少 々 引 用が長 くな っ たが，度重な る海外渡航 と博覧会活動の 経験を持 つ 工業教育 の 先覚者と して ，
工 業化社会 に デ ザ イ ン を 正 し く位置づ けた意味にお い て ，正鵠を得た見識とい うべ き で ある 。
　東京美術学校，東京工 業学校 に 相次い で 図案科が設置 され るにお よび，第 5回 内国博の 図案区分審
査員 に新 し く両校の 図案科教員が登場す る 。
　福地復一 （東京美術学校図案科主任）， 島田佳矣 （東京工 業学校 ， の ちに東京美術学校図案科主任），
前田健次郎 （東京美術学校 ， 東京工業学校）， 平山英三 （東京工 業学校工 業図案科科長）， 井手馬太郎
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（東京工 業学校工 業図案科副科長） らで あ る 。 そ して 第 5回 内国博に次い て 開催され た東京勧業博覧
会 （1907〈明治40＞年）の 第 3部 図案 に お い て．上記教 員が審査員 の 主 要 メ ン バ ーと して 活躍を続け
て い る 。
　中央直轄の 教育機関に図案科が設 置された こ とを背景として ， 第 5回内国博に お い て よ うや く出品
区分 の 図案に も強 い 関心 が寄せ られた 。 審査 員 の一員 で あ っ た 井手馬太郎は ， 次の よ うに 述べ て い る 。
　　　今回始め て 国務大臣審査 総長 閣下 を始め と して 当時者 の 全般が殊に意匠図案に重 きを置かれた
　　る一時な り意匠図案が多 くの 工 業に於て 他 の技術よ りは重大な る責任を有す るもの な る事は吾人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　
　　の 平素実験す る所な り然 る に第 4回以前は 時勢未だ此点に 注意せず従て 出品項員中に も未だ図案
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　 　 リ　 　ロ 　　の 　　 り　 　■　 　 　　　 　　 　 　　 　　　　 　 　　　　　　　 　コ　 　
　　て ふ文字だ も認む る能は ざ りしが 今回 に 於て は 独 り各部 に 於て 其出品を許した る の み な らず第10
　　部に於て ま で 独立 出品 を 許せ り今 回 の 内 博は 如何 に 之 が必要 を認 め た る か は 自ら釈 然 た るもの あ
　 　  
　　 り
　 こ こ で第 4回 内国博までは図案の 出品区分 がな か っ た と して い る の は，第 1表に もみ るよ うに誤 り
で ある 。 ただ， 「第 5回内国勧業博覧会出品審査概況』の 第ユ0部美術及美術工 芸に お い て も
　　　美術工芸 ノ図案及模型 ハ 今回創 メ テ本部 二 加 ヘ ラ レ シ モ ノ ニ シ テ
とあ る と こ ろをみ る と，それ迄 の 図案 の 出品区分 に は さ程 の 関心 も寄せ られず，そ の 存在す ら一般に
は意識されて い なか っ た よ うで ある 。
　 また 出品状況に つ い て も審査概況の報告は続 けて
　　　其出品 モ 多 カ ラ ス 然 レ トモ 織物図 案 ニ ハ 稍見 ル ヘ キ モ ノ ア リ其他 ノ多 クハ 旧様 ヲ 脱 シ テ斬新奇
　　抜 ノ意 匠二 成 レ ル モ ノ稀ナ リ要 ス ル ニ 研究 ノ年浅 ク シ テ 充分 ノ修養 ヲ 欠 クモ ノ ノ如 クナ レ ハ 将来
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　猶 ホ奨励 ヲ怠 ラ サ ラ ン コ ト ヲ望 ム
とあ り， 井手馬太郎 も
　　　観 して 茲に至 れば第 5 回 内博は 其計画 に於て 意匠図案の発達を期せ りと雖 も事実は未だ茲に 至
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　らず遥か尚数歩 の 後れ た るを示すも の な り
と して お り，第 1回 よ り第 5 回 まで 26年 に もわ た る 内国博活動 に よ っ て もなお ， デザ イ ン 面での格別
な 進 展 は 見 られ て い な い 。
4
　1900 （明治 33）年 ノ、劃 万博へ の 参同と当地で の 日 本製品へ の 評価がデ ザ イ ン 改革を要求す る声 とな
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
っ て 現れ ， デ ザ イ ン 改革推進の ため の諸団体が結成された こ とは既 に拙稿にお い て 概説 した が ， こ う
した気運 が 盛 り上 っ た背後に は，当時設置後 日 は浅 い が東京美術学校 ， 東京工 業学校に 図案科が 置か
れ て お り，指導に あた っ た 教員や デザ イ ン を学ぶ学 生 そ して少数 なが ら図案科卒業生の存在が あ っ た。
代表的なデザ イ ン 団体 と して は ，日本図案会 ， 陶画 協会 （1901＜明治34＞ 年設立 ）， 彩霞会 （1902〈
明治35＞年設立）が挙げられ るが ， 日本図 案会と時を同 じ くして 設 立された大 日本図案協会は ， 東京
工 業学校の 飆 磁 生 淬 難 を帖 ，縅 翫 会員数1魂 （贓 当時） と・・ う離 紳 で も
規 模の大 き い も の で あ っ た ， 1902 （明治35）年に は在京 ， 地方会員を合せ て 345名を数 え．機関誌 『図
按」の発行 とと もに 明治30年代 の デ ザ イ ン 運 動に多大 の 力 をな して い る 。
　大 日本美術協会の 母体は東京工業学校附属工業教員養成所工槃図案科の 教員 ・学生によ っ て 構成 さ
れ tcデ ザ イ ン 研究 グ ル ープ で あ っ た 。 1ge1 （明治34）年11月 81日 の 大 日 本図案協会第 1回総会 （於上
野公 園 内 日本美術協会）に お い て 座 長 を つ と め た 平 山英 三 は ， 協会設立 の経緯を 次 の よ うに 述べ て い
る 。
　　　今本会が今 日 に 至 りた る経 過 を述 べ ん に，そ の 初め て 起 りた る は ， 実に 明治31年な り 。 当時は
　　単 に東京高等工 業学校 の 職員 生徒を 以 て 之を組織 し ， 会員の 如 きも僅 に4・50を上下する lc過 ぎず
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　　 　 　　　 ■　 　　　 　 　　　 ■　 　コ
　　 （中略）其感化は未だ以て 延い て 我が一般工 芸界に 及 ぼす能 は ざりき 6 然 る に昨年仏国博覧会開
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　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　緒方 ：明治とデ ザ イ ン
　 　 　 　 の　 　　　 　　　　　 　　 ■　 　　　　　　 　 　 　　　　の　　 コ　 　　　　 ロ　　 リ　 　　　　　　　　　　 ■　　 ロ　　 　　　 　　　　　　■　　 コ　　　　　　　　 じ　　　　　 　　　　　　 ロ　　ロ　　　　　 ■　　 　　　　　　 コ　　 ■　　　　　　
　　　　設以来， 世間識者が意 匠図案の 効果を説き ， 之が改良 の声を耳にす る こ と頻 々 た るを以て ， 本会
　　　　は即 ち機乗ず べ しと為 し，本年 9月愈家族的団体を開 放 して ，社会的団体 と為 し， 茲 に諸君の 援
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　　　助を得て，首尾 能 く初一念を 貫徹す るを得 た るは，余の 諸君と共に喜ぶ 所也
　　　同じ く大日本図案協会の 理 事井手馬太郎に よれば協会は 1897（明治30）年に東京工業学校附属工 業
　　教員養成所に工 業図案科が設置 された時 ， 当時の 入学者 と教員とで 専門技術 の 研究を目的 と した 定期
　　会合を持 っ た こ とを発端に ， 1899 （明治 32）年本科にも工 業図案科が設 置され る に およ び両科の 協同
　　に よ り再編され命名され た 工 業図案会を母体と し ， 工 業図案会 の 組織を拡大 して 大 日本図案協会に 改
　　称 したの は1901（明治34）年 9月 21日 と して い る 。 こ の経過は雑誌 「図按』第 5号 「本会 の 沿革を詳
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　述 して 世人 の 誤解 を釈 く」 と題 した記事に よるが ， こ れ は大 日本図案協会が 日本図案会の 名称を剽窃
　　した もの と して 一部に誤解があ っ た こ と に 対す る釈明で あ ろ う 。 記 事の 末尾に も大 日本図案協会 の 実
　　体 は1897（明治 30）年に さか の ぼ り， 名称が1901（明治 34）年 9月に定 め られた こ とを繰 り返 し述 べ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　て い る 。 ち なみに 日本図案協会の 設立 は1901（明治34）年11月 7 日 と さ れ て い る 。日本図案会と の 差
　　異 に つ い て は 同じ く 『図按』第 17号 （明治36）年 に お い て も 「我 が協会と 日本図 案会」 と題 して 論説
　　され て い る が こ こ で は触れ な い 。
　　　なお東京工 業学校工業図案科で 結成 され た 工 業図案会は ， 1900 （明治33年） 1月， 8条よ りな る規
　　約を作成 して い る 。 そ の 一部を掲げて み る と
　　　　第 1条 本会は工業図案会 と名つ く
　　　　第 2条 本会の 目的 は会員の 親密を謀 り工業図案の 発 達を期する もの とす
　　　　第 3条　本会は左 の 会員を以て 組成す
　　　　　　　1　 名誉会員　工 業図案の 篤志 家 に して 本会の 目的に賛成の も の よ り成 る
　　　　　　　2　客　　員　本会の 推薦に よ りて 本会の 賛助員 よ り成 る
　　　　　　　3　通常会員　東京工 業学校及工 業教員養成所 の 工 業図案科生徒卒業生並に有志者よ り成
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 る
　　　　第 4条以下略
　　　当時の名誉会員 は ， 平山英三 ， 前田健次郎 ， 横井時冬，荒木寛畝 ， 島田佳矣， 河辺 正夫，石倉八十
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　七 郎 ． 結城林蔵，首藤環で ありそ の殆ん どは工業図案科の 教員で ある 。
　　　大 日本図案協会設立 の 趣意 書は結成に先立 っ て 配布 され て い るが，そ の 内容は 明らか で な い 。ただ
　　第 1 回総会よ りユ年 2 カ 月後の 1903（明治 36）年 1月 に刊行された 機関誌 「図按』第 10号 に ， 大 日本
　　日案協会主 旨書が掲載され て おり， そ れに よ っ て 内容をみ て み る 。 主旨書は
　　　　 社会ハ 活動的ノ モ ノ ナ リ社会ハ 時 々 刻 々 二 移行 シ ツ ツ ア ル モ ノ ナ リ昨ハ 以テ 今 ヲ測ル ニ 足 ラ ズ
　　　 今 ハ 以 テ明 ヲ期 ス ル 可ラ ズ 工 芸殖産 ノ コ トモ 亦然 リ トナ ス
　　とい う書 き出しで 始 っ て い る 。 続い て
　　　　 想フ ニ 約ソ 工 芸殖産 ノ本務 ハ 巧 二 当時 ノ思 潮 二 投 ジ テ克ク其嗜好 二 融 合セ ン トス ル ニ 在ル モ ノ
　 　 　 　 　 　 　　 　　 　　 コ　 コ　 コ　 ロ　 コ　 ロ　 　　 コ　 リ　 コ　 　　 　　 コ　 　　 　　 　　 　　 　　 の　 ■　 　　 リ　 ロ　 ■　 　　 　　 　　 ロ　 　　 　　 　　 　　 ■　 コ　 リ　 　　 　　 　
　　　　ナ リ盖 シ 工 芸殖産 ノ対象目的タル モ ノ ハ 即チ 活動的社会 ニ シ テ社会既 二 静止的 ノ モ ノ ニ ア ラ ザ ル
　 　 　 　 　　 　　 　　 の　 　　 り　 り　 　　 　　 　 　 　 　 　　 　　 の　 ロ　 ■　 　　 　　 　　 り　 　　 ロ　 ロ　 ．　 　 　 　
　　　　以上ハ 工 芸殖産 モ 亦之 二 伴 フ テ変遷 セ ザ ル 可 ラザ レ バ ナ リ
として ， デザ イ ン 活動が社会の 進展と不可分の 関係に あ る点を指摘し
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　　　独 リ殖産工 芸 ノー事 二 至 リテ ハ 意匠悉 ク陳腐 二 属シ維新後30年有余年 ヲ隔ツ ル 合日二 於テ ス ラ
　　 モ 尚ホ且 ツ依然 トシ テ旧法ヲ 墨守 セ ン トシ ツ ツ ア ル モ ノ ノ如 シ
と述 べ て ， 時流を み きわ めず伝統を墨守す る の み で あ っ た そ れ まで の デ ザ イ ン の あり方に批判を投 げ
かけ
　　　本会ハ 名 ノ示 ス ガ如 ク万種万様 ノ物品 ヲ製作 ス ル ニ 当 リ製作者 ガ以テ 模型 ト シ以テ手本 トナ ス
　　 ベ キ 意匠図案 ヲ研究 ス ル ヲ以テ 唯一無上 ノ 目的 トシ タ ル 会ナ リ左 レ バ 吾 ガ帝国 ノ 工 芸品ガ如何 ナ
　　ル 性質ヲ具備 シ 如何ナ ル 品位 ヲ 有 ス ル 図案 二 則 レ バ 直チ ニ 世界 ノ嗜好 二 投合 シ 内外市場 ノ喝采 ヲ
　　博 ス 可キ カ バ 即チ本会 ノ研讃講究 二 依テ決 ス 可 ク本会 ノ案 出シ タル 意匠図案ハ 直チ ニ 世界 ノ新流
　　行 ヲ探知 ス ベ キ 標準 ト ナ ス ノ価値 ア ル ベ シ
と会の 活動 目標を示 し
　　　志士若シ帝国 ノ前途 ヲ憂 フ ル トナラバ 須 ラク来 テ本会 二 加盟シ 鋭意熱心 意匠図案 ノ研 究 ヲ実践
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　シ 以 テ世界的 ノ工 芸 ヲ起 セ 以 テ珍貴ナル 製作物品 ヲ出セ
との 呼びか け で 終 っ て い る。
　協会結成当初の規約によれ ば， 第 1章目的にお い て
　　第 1条　本会 ノ 目的 ハ 広 ク工業上 二 応用 ス 可キ図案 ノ改良進歩 ヲ研究実践 シ兼ネテ会員相互 ノ親
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　　　睦 ヲ計 ル ニ 在 リ
とあ るが ， こ れは前述の 8条の 工 業図案会規約中，第 2条の 「工 業図案 の 発達」 に力点を置 い た もの
で ， 東京工 業学校工業図案科の 性格を強 く受けつ い だ もの とな っ て い る 。
　第 3章組織におい て は，旧 8条規約第 3条で 会員組織が名誉会員 ・客員 ・通常会員に分かれ て い た
もの を賛成会員 ・ 正 会員の 2 種に整理 し ， そ の資格も第 4章に お い て 次の よ うに 規定 し た 。
　　第 4条　本会ハ 前条会員 ノ資格 ヲ定 ム ル コ ト左 ノ如 シ
　　　イ　 賛成会員ハ 内外人 ヲ間 ハ ズ 総 ベ テ 名望学識 二 富 ミ タル モ ノ及 ビ 意匠図案 ト親密ナル 関係 ヲ
　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　り
　　　　　有 ス ル 製造工 芸家若 クハ 図案絵画 ノ技術 ヲ併有 ス ル モ ノ ト ス
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　　 ロ 　 正会員 ハ 意匠図案専問 ノ技術者 ト ス
　すなは ち， 従来 の学者 ， 実業家 ， 行政家 ， 美術工芸家 らゼ ネ ラ リス ト的デザ イ ン 啓蒙家は賛成会員
と し，正 会員はデザ イ ン の ス ペ シ ャ リス ト と して 区分 しよ うとする考え で ある。
　第 2表 に結成当初の 会員を ， 賛成会員 ， 正会員別に列挙 して み た 。 こ の表に よれば ， 賛成会員 ・正
会員 ともに東京工 業学校関係者が 多 く，特 に 正 会員の 部 に お い て は在学 中の学生を含 めて そ の 40％を
し め て い る。こ の こ とは協会結成の 経緯を考え ると当然で あ ろ うが，当時どの よ うな人 々 がデ ザ イ ン
の ス ペ シ ャ リス トとして 正会員に名を連ね て い たかを知 る上で も興味深 い 。
　1903 （明治36）年 の 規則 で は会員の 資格は 次の よ うlc改め られ て い る。
　　第 4条　本会ハ 前条会員 ノ資格 ヲ 定ム ル コ ト左 ノ 如 シ
　　　　（d｝ 賛成会員 ハ 総 ベ テ美術工 芸 二 熱心 ナ ル モ ノ及意匠図案 ト親密ナ ル 関係 ヲ有ス ル 製造 工 芸
　　　　　 家 トス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ． ．．．． 。．．．．． ． ． ． ．． ． ．．。 ． ＠
　　　　（U ） 正 会員ハ 意匠図按専門家及 ビ絵画彫刻建築窯業染織漆器業総 ベ テ他技術者 トス
　こ こ で は結成当初賛成会員 と して 規定されて い た画家 ， 工 芸家らの 技術者が正会員と して 組み込 ま
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　一 ユ  厂
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒方 ：明治 とデ ザ イ ン
れ て い る 。 当初正会員は 工 業化社会に お ける デザ イ ン の ス ペ シ ャ リス トに限定 したが，当時の 伝統産
業 に たずさわ る一部画家や 工 芸家 を除外す る こ とは デ ザ イ ン 界 の 実情に そ ぐわず ，第 2表に み るよ う
な会員の 実態 IC則 して ， 正 会員の 規定を修正 せ ざるを得なか っ た もの と思 われ る 。









































































































































































































　酒 　 井　 七 　 郎
　酒 　 井　 道　 一　日本画
○佐 々 木 高 保 漆芸 ・ 日本漆 工会
　佐 　　藤　　顕　　理
　塩　　 田　　 力　　蔵　陶磁研究家
Q滋 　賀 　重 　列 木 工
△下 村 晴 三 郎 （観山）美校 ・絵画 M27 ．2卒
△ 白　 　浜　　 　　 徴 美校 ・絵画 M27 ．7卒
　進 　 藤　 才 五 郎
　杉　 原　 忠　 吉
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本　 元 三 郎
　本　 春　 樹
口　 禎　次　郎　美校 ・ 絵画 M27 ．7卒
　谷　　直　　方
　井　 勝　 幸 金 工
　井　 和　 平 　陶 芸
山　邦　季 （東州 ）図 案 ・ 三 越図 案部長
屋 　 物　四　郎　窯　業



















　 　 　 上
　　　 村
　植 松 弥 太 郎 （包 美）
△海　　野　　勝　　眠 金

























　鉄 　作 東工 ・本図 M35 ．7卒
喜 兵 衛
　完　　山
　七 （波山）美校 ・彫 刻 M27 ．7卒
　松 （一哉）漆芸 ・日本漆工会
馬 太 郎 図案
八　太　郎
　　　 清　美校 。 図按 M31．7卒
　　　 茂　東工 。教図 M33 ．7卒















東工 ・教図 M38 ．3卒
東工 ・教図 M34 ．7卒
東工 ・本図 M37 ，4卒
東工 ・本図 M37．7卒
東工 ・本図 M35．？卒
東工 ・本図 M35 ．7卒
i
一 12一
　 小 田 切 多 芸 雄
○小 野 精 一 束工 ・本図 M37 ．7卒
　 香 　川 　勝 　広 金 工
○鹿　　島　　英　　二 　東工 ・教図 M34．7卒
　加 藤 友 太 郎 陶 芸
△ 香 取 秀 治 郎 （秀真）美校 ・鋳金 M30 ，7卒
○金 谷 幸 三 郎 東工 ・教図 M38 ．7卒
△ 亀 　岡 　末 　吉 美校 。絵画 M27 ．7卒
△川 　崎 　干 　虎 図 案
○河　　渕　　薫　　平 東工 ・本図 M37．7卒
2河 辺 正 夫 （輙 瑛 校 ・図ee・M32．7卒
○京　　極　　晴　　雄　東工 ・本図 M37．7卒
○小 　　山　 恒　　造　東工 ・本図 M36 ．7卒
○小　　室　　信　　蔵　東工 ・教図 M39 ．7卒
　近　　藤　　松　　華
△桜　 岡　 三 　四　郎　美校 ・鋳造 M27 ．2卒
○佐　 野　 喜　太　郎　東工 ・教図 M35 ．7卒
△ 沢 田 誠 一 郎 （兼堂）美校 ・図按 M38 ．7卒
　塩　　沢　　栄　　一
〇渋　　谷　　広　　次　東工 ・教染 M35 卒


















































































東工 ・ 本図 M35 ，7卒




美校 ・図按 M32 ．7卒




井　源　治 （彦岳）東工 ・教図 M35 ，7卒
　沢 　　時 　　基
西　 義　兵 衛
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　長 　 野　 市 太　郎
○中 野 喜 平 （清潭）東工 ・教図 M33 ．7率
○中 村 　 昇 東工 。 窯業 M35 年卒
　橋　　本　　鴻　　章
○長谷川　銅之允 （緑泉）東工 ・教図 M34 ．7卒
　英　　　信　三 （一蜻） 日本画
○浜　　　訓 　良 （紫水）東工 ・教図 M33 ．7卒
○原　　田　　武　　雄 東工 ・教図 M38 ．7卒
○ 平　　山　 英　 　三 　図　案
○深　田　藤三 郎 （掬水）東工 ・ 本図 M35 ．7卒
○渕 　井　　 寛 （碧 巳）東工 ・教 図 M34 ．7卒
○深　 沢　 宮　次　郎 東工 ・教図 M33 ．7卒
△松　　田 　　鹿
．
蔵 美校 ・鋳金 M30 ．7卒
　三 　　田　　　　 怯
　宮　田　六 右 衛 門
「図按』第 1号 明治86年




　　　　　　　　　　　 緒方 ：明治とデザ イ ン
　向　 井　 宮 二 郎
　村　岡　円　明 （学柳）
　村　　岡　　桜　　塘
○森　田　茂 樹 （清波）東工 ・本図 M35 ．7卒
○森 本 十 七 八 （不老）東工 ・教図 M83 。7卒
○安　　田　　彦　　治　東工 ・染織 M35 卒



























○横 田 武 太 郎 （松涛）東工 ・教図 M33 ．7卒
　渡　　辺　　儀　　作
よ り作成 。 姓名の 誤記と思われ る もの は 訂正 し ， 専門分野の わか る もの は略記 した 。
　　　　賛成会員中の ○印 は殆ん どが教員で あ る　△ 印は東京美術学校関係者を示
東工 ・本図は東京工 業学校本科工 業図案科 ， 教図 は工 業教員養成所工 業図案科 ， 美校は東京美術学校を
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　大 日本図案協会は細則 第 4章雑誌刊行 に もと づ き機関 誌 「図按」を発行 した 。 創刊は 1901（明治34）
年 12月25日 で あ る。当初は非売品 （細則第 4章第 4条），の 予定 で あ っ たが，当時読売新聞の 主筆 で あ
っ た中井喜太郎に も図案 に 関する雑誌刊行 の 企画があ り． 中井喜太郎は協会 の 主 旨を聞 くに 及び協会
に 公刊発売す るよ う進言 し， 自か ら編集 ， 印刷 ， 発行の 手配の 任に 当 っ た 。 挿入図案の選択 ， 論説 ，
講話の 資料は協会 よ り提 供 し，編 集 に は読売新聞 の 記者関如来 も協力 し，表紙 の 多色印刷は東京工 業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
学校が担当 ， 百万堂よ り発刊の 運 び とな っ た。発行所は第 3号 よ り国光社第 34号よ り本田市次郎， 編
集は杉原 忠吉よ り横地清次郎を経て第 26号よ り小室信蔵が 担当し て い る 。
　内容 は当時の 印刷技術 を駆 使 して 製作された 図版によ るデ ザ イ ン の紹介， デザ イ ン に 関する論説記
事，時報，協会の 状況，会員の 動静よ り成 るが ， 明治30年代を通じて の デ ザ イ ン 活動を知る上で 欠 く
ご と の で き な い 資料で あ る 。こ の 機関誌 の 存在は，デ ザ イ ン 研究発表の 貴重な 場と し て 協会会員 の 活
動 を助成 した 。 例 えば小室信 蔵は数多 くの デザ イ ン 資料を作成 ， 図版 と して 紹介す るか たわ ら 「既来
品 よ り図按研究」　（第 11号） ，　 「通俗図案法」　（第ユ8号よ り連載）な どを発表 して お り， こ の ほか信
農教育会の 委託 ｝こ よ り1904 （明治 37）年 8月 4 日よ り10日間 ， 図案法の 講演を行 っ た との 記事 もみ え
る 。 こ うし た諸活動の成果が ， 小室信蔵の 「図案法講義」 （「工 芸講義録』第 8号所収　明治 39年）よ
り 「おだ まき』　（大 日本図案協会編　明治40年 ）を経 て，わが 国初の デ ザ イ ン指導書 『一般図案法』
（明治 42年） へ と結実して 行 っ た もの で あろ う。
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　雑誌 「図按」の 刊行が い つ 頃ま で 継続された かは明らか で な い 。 ただ第32号 （明治 37年12月） に お
い て 時局の 沈勢に より協会会計が 悪化 して い る こ とを報 じて お り， 創刊当初は50ペ ージ余の紙面が ，
第 35号 （明治38年10月）および第 36号 （明治 39年 2月） あた りで は20ペ ージ余 に減少 して い る 。 また
第36号の 予告欄 に掲載予定 と して 小室信蔵の 「図按法要義」，安田禄造 の 「図按資料講義」を挙げて
い るが ． 小室信蔵 は既述 の 通 り 「図案法講義」を 1906（明治39）年 に雑誌 「工 芸講義録』に発表 して
い る こ と ， 標題の みが同 じで ある とも考え られ る が，「図案法要義」 は永井源治の手で 1905 （明治38）
年創刊の 雑誌 「技芸 の 友』の第25号 （明治40）年に 発表 され て い る こ とな どを考え あわせ ると， 1905
（明治39）年あた りで 廃刊 とな っ たも の と考え られ る 。
　こ の ほか ， 「図按」と前後 して 刊行 された デ ザイン 関係の 雑誌 と して は ， 「工芸応用　図案雑誌』 （春
名繁春編　考案雑誌社　創刊年月は不明で あるが第17号は 明治26年8月31日 。 木版摺 り　和綴 じ）， 「美
術及美術 工 芸」（山 田直三 郎編　山田芸艸堂　創刊第1号は 明治 35年 3月20H ， 京都美術工 芸学校 々 友会
々員 の優秀作品を図版 ， 写真，木版色摺で 掲 げ批評を加え そ の他評論な どを掲載 した も の 。 「図按」
の影響によ るもの と思 われ る。ア ール ヌ ーボー風の 作品紹介もある 。 ）な どがあ り， デ ザ イ ン 関係雑
誌刊行 の 流れは，　「図按』か ら明治 30年代末よ り40年代初頭 に かけて の 「技芸の 友」を経て ， 大正の
「現代 の 図案」　（創刊1914〈大正 3＞年 。 途中 「現代之図 案工芸』 ， 『図案 と工 芸』 に そ れぞ れ改題 。
1923＜大正 12＞年頃まで 続刊）よ り　「帝国工 芸」 （創刊1927＜昭和 2＞年） へ と受けつ が れ，い ずれ
も明治の デ ザ イ ン をみ る上 で 貴重な資料で ある 。 こ れ ら に つ い て の 研究 は ， また稿を 改め た い 。
6
　地方産業 の近代化に 力を尽 した長谷川準也が，1897（明治 30）年頃伊東農商務相 へ 提出 した建 白書
の 中に次の 一説が ある 。 前文 に お い て 動力機械導入 に よ る工 業化が 国家経済発展 の 道で あ り， そ の た
め の 工人養成 の必要性を説 い た上 で
　　　今全 国一般工 業学校課業 ノ景況 ヲ標 クル ニ 美術 二 属ス ル 絵画 ・ 木工 ・ 彫 刻 ・ 普通工 業品ハ 陶器
　　 。 漆器 ・ 描金 ・染色 。 刺繍 ノ数ナ リ是 レ 国家 ノ経済 ヲ委 ス ル ノ工 業ナ ル カ決 シ テ然 ラ ス （中略）今
　　過激 ニ ー言 セ ハ 鉄盤 ・ 大砲 ノ 鋭利ナ ル 者 二 対 シ 弓矢 ・鋒 刀 ヲ 以 テ戦 ヒ ヲ為サ ン トス ル 者 トー般手
　　指 ノ 工 業品 ヲ 以テ動力機械 ノ 精良品二 対 シ 貿易市場 二 於テ 闘争 ヲ ナ ス ヘ キ カ之 レ 三 尺 ノ児童モ 其
　　勝敗 ヲ弁 ス （中略）以上美術品 ヲ始メ手指 ノ工 業 ト動力使用機械工 業 ノ得失 ハ 前条 二 詳述 ス （中
　　略）伏 シ テ請 フ 革新的工 業 ノ 根本的ヲ奨励 シ 経済 ノ 動乱人 心 ノ 恂 々 ヲ救治 セ ラ レ ン コ ト ヲ
　1887（明治10）年 に金沢の 銅器会社を創立 し，そ の他数 々 の 地方産業育成 に参画 した長谷川準也は ，
早 くか ら機械化の貫徹の 度合が低い 手工 制工 業の 限界性を見極め て い た 。事実明治 の デザ イ ン 啓蒙運
動が対象と した 陶磁器 ， 漆器 ， 金属器な ど の 伝統産業は，明治政府の 内国博 ， 共進会 など一連の 勧業
施策に もか かわ らず ， 一部を除い て 明治期を通 じ工場制工業に 移行す る こ と が 出来ず ， 零細企業 とし
て とり残 され る運命をた ど っ て い る 。 近代工 業化の波に 乗 り遅れた伝統産業 に代 っ て ， デザ イン に 活
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
動の 場を提供 した の は印刷産業で あ っ た。
　 1907（明治40）年開催 の 東京勧業博に お い て は従来 の 内国博 に は な い 試み と して 図案を美術よ り独
立させ ， 更 に そ の 中を第 22類建築図案， 第 23類美術工 芸図案，第24類広告 ・ 表紙 ・レ ッ テ ル ・絵画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 14一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 緒方 ：明治とデ ザ イ ン
等 の 図案 に類別 して い るが ． 特に 第24類が設け られtcこ とは ， 印刷 にお ける機械化が進み ， 印刷が デ
ザ イ ン 活動の分野 として 大 きな位置を占め る IC至 っ た こ とを物語 っ て い る 。 ち なみに東京高等工 業学
校本科工 業図案科卒業生 の 進路を 1902（明治35）年 よ り1916 （大正 5）年まで みると， 企 業就職者は
50名を数え るが ， そ の 40％強が 印刷もしくは そ の 関連企業 で あ り， また 印刷関係の 進路があ らわれ る
の は1902（明治40）年以降で あ る 。 1916 （大正 5）年に 工 業図案科が 廃止 され るま で の 卒業生の 進路
をまとめた の が第 3表で あ る。
第 3表　東京高等工 業学校　本科工業図案科卒業生進路 （明治35年〜大正 5年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一 「東京 高等工 業 学 校一覧　大正 5年』 に よ る一
　東 京高等工 業図案科は ．本科 の ほ か 選科が あ り，附属 工 業教員養成所 に も工 業図案科が 置か れ て い
たが ， 選科生 には本科卒業者が多 く含 まれ て お り， また 附属工 業教員 養成所 の 工 業図案科 はそ の性格
上教員 として の 進路が殆ん どで あるため．表の データーよ り除外した 。 また期間を通 じて 自営率が比
較的高い が，こ れ は 当時 の社会情勢を考え る と必ず しもデザ イ ン に よ る 自営を意 味し な い と思 われ る 。
　本科の卒業生 は明 治年間で 81名 ， 大正年間で 56名． 総計137名とな っ て い る 。
　上 記 の 表はユ916 （大正 5）年 の デ ーターに よ っ て い る の で ，進 路は必 ず しも卒業直後の 進路で はな
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い が， 表 iCお い て 顕著な傾向は大正年間にお い て の 企業就職が 21％よ り59％へ と飛 躍的に増大 して い
る こ とで ある 。 デ ザ イ ン 活動の分野 が大正 に お い て よ うや く増大した こ とに 注目すべ きで あ る 。 印刷
関係進路の主な企業名を挙げる と， 秀英舎 ， （現在の 大 日本印刷株式会社）博文館 ， 精美堂 ， 東京印刷，
三 秀舎ある い は大阪の 中田印刷所 ， 市田オ フ セ ッ ト， 日本精版 ， 日本印刷界社な どで あ りJ ．こ の ほ か
印刷 関係以 外の 企 業と して は三 越呉服店，松屋呉服店，服部時計店な どが あ る 。　　　　　　　　
’
　以上 大 日本図案協会の設立 の背景 とそ の 機関誌 「図按」に つ い て 概説 し， ．あわせ て 明治末期の デ ザ
イ ン 活動分 野 の 一端に ふ れ て み た 。 多 くの ご批判とご指導 をお願 い した い 。
注
  　拙稿 「明治 とデ ザ イ ン ーウ ィ ーン 万国博覧会か ら金沢区工 業学校の 創 設 ま で 一」　『デ ザ イ ン理論』 第12号
　1973 関西意匠学会 ， お よ び 厂明治 とデ ザ イ ン ー東京高等工 業学校 工 業図案科を 中心 に一」 『夙 川学院短 期大
　学研究紀要」第 2号　昭 和 53年　参照
  土屋喬雄編 「G ワ グネル 維新産業建設論策集成」昭 和51 原書房　463ペ ージ
  前掲書 468　A°　・一ジ
  農商務省博覧会掛 『第 2回内国勧業博覧会報告書』明治 16 所収 福 田敬業説述 美術概論 45ペ ージ
  　前掲 書　46ペ ジー
  前掲書 46ペ ージ
  第3回内国勧業博覧会事務局編 「第3回内国勧業博覧会事務報告」明治 24 所収 九鬼審査 長演説 257ペ ージ
  　前掲書　259ペ ージ
  　前掲書　出品主心 得　明治21年12月 3 日　告示第 4号　208ペ ージ
  前掲書 208ペ ージ
  　前掲書　212ペ ジー
  　日本科学技術史会編 「日 本科学技術史大系』第 2巻通史 2　ユ967 第一法規出版株式会社　221　A
°
　一ジ再引
  前掲書 222ペ ージ再引
  　第 4回内国勧業博覧会事務 局 編 「第 4回 内国勧業博覧会事務報告」明治28 参照
  　実業教育 に 関して は文部省実業学務局編　「実業教育50年史」 昭和 9 実業教育50周年記 念会 ， 佐藤守他編
　『徒弟教育 の 研 究』1962 御茶 の 水書房　に 詳 しい 。　　　　　　　　　　　　 1
  　杉原忠吉編 『図按」第 ユ号　明治34 百 万堂　図 案科 設 置 の 理 由　6〜7 ペ ージ
  　拙稿 「明治 とデ ザ イ ン 東ー 京高等工 業学校工 業図案科を中心 に一」 （「夙川学院短期大学研究紀要」第 2号
　昭 和 53年）に お い て ，東京工 業学校本科工業図案科の 科長を弁手馬太郎とした 。 「東京美術学校校友会誌」 第
　19号 （昭 和15年）の 「図案科 の 想 い 出」 と題 す る小場直吉の 一文 （56ペ ージ参照）お よび雑誌 「技芸 の 友』創
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ　　　　　ロ　　コ
　刊号 （明治38年）中の 「素人図案研究者の た め 東京高等工 業学校図案科長井手馬太郎氏談話ゴ　（4 ペ ージ 参照
　傍点 筆 者）の タ イ トル に よ っ た もの で ある 。
　　そ の 後 「東京高等工 業学校一覧」を明 治30年 よ り大正 2年迄通覧す る機会を得 た の で，教員織組 の うち工 業
　図案科の みを表 に 整理 した の が 第 4表で ある 。
　　こ れ に よ れ ば，本科工 業図案科長 は1906（明治39）年松岡寿が担当す る まで平山英三 で あり，井手馬太郎は
　就任当初よ り副科長で あ っ te。
　　また，こ れも前稿脱稿後にみ た資料で あ るが ， 雑誌 「帝国工 芸』第 4巻第 10号 （昭 和 5年）に 「明治大正 工
芸史資料 （其の 4）」 と して 「平山英三 略伝」 （平山復二郎に よ る）が掲載 されて い る 。 全文を 掲げて み る と
　　「父英三 は幕府図書守故平 山謙二 郎 （号省斉） の 次男 に して ， 安政 2月12月ユ5日江戸 に生 る 。 明治 5年外務
　　省翻訳掛別席 へ 出勤を命ぜ られ，翌 6年墺国維納 に 万国大博覧会挙行せ らる る や．選ば れて 事務官随 行 を 申
　　付けられ渡欧す 。 同博覧会は 我国が海外の 博覧会 に 参同せ し嚆矢に して，随行者の 選択 は主 と して 此 機会 を
　　利 し彼地 に 在 りて 各種技 術 を実 地 習得せ しむ る 方針 よ り為さ れ しが，父 も其一員 と して 此 行 に加り，工作図
　　学 の 伝習方を担当せ り。 博覧会は同年秋に 閉会せ しが ， 其後も引続き 同国に留り明治11年迄主と して 維納府
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緒方 ：明治とデ ザ イ ン
第 4表　東京高等学校主業図案科 （付属工業教員養成所工業鹵案科を含むン教員構成表
　　　　　　　　　　　　　　 一明治30年 よ り45年まで の 学校一覧 に よ る一
塑 　30−3L　31− 32は 附漏工業教員 養成所 工業図案科の み、32〜33以峰 は本科工業図案科 を示す。
塗2　太線 は工業教 員養成所工業図案科 蒙務 ，35〜36以降ば工業教員養成所教員名簿 に 工業図案科教員の 氏名は 記載さ れて い な い 。
注
一3 島田，結城 の 竊託 は 本科教官と して兼務のため。
　　美術工業学校に 在 りて 工 芸図案の 研究 に 努む 。 此 の 間明治 9年米国費府 に 万国博覧会開催 せ られ し際 ， 其事
　　務 に 従事す る こ と を命ぜ られ ， 同国へ 差遣せ ら る。
　　　明治 11年末墺国留学を 終 り帰 朝 し，内務省勧 商局 事務取扱を申付 け られ 製品画図掛とな る。
　　　明治 14年農商務商御用 掛 に 転 じ，博物局芸術課事務取扱を命ぜ らる。 明治18年独逸バ イ エ ル ン 国 ニ ュ ル ン
　　ル グ府に 金工万国博覧会開催せ らる るや事務官補として 事務官山本五 郎氏 の 随行 を 申付けられ同国へ 派遣せ
　　らる。 翌 年帰朝後農商務博物局本務課事務取扱を申付けらる 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 マ　v
　　　明治21年宮内省博物館属 に 転 じ ， 同年開催せ られ し第 3回内国勧業博覧会に は事務官補 と して 同博覧会事
　　務局 出品掛 に勤務す。 同年末特許局審査員 に任ぜ られ ， 其後明治24年同局審査第 1課長， 同29年同局審査第
　　呂課 長兼審査 第 7課長，同32年同局意匠審査課長兼商標課 長 ， 同4ユ年同局 技師兼審査官， 同 43年同局意 匠課
　　長を命ぜ られ ， 大正 3年病没す る 迄前後約26年同特許局 に 勤続す 。
　　特許局 に 在勤の 期間中，明治26年東京 工 業学校商議員 ， 同30年同校工 業教員養成所工業図案科講師 ， 同32年
　　同校工 業 図 案科長。等を 嘱託 し，同41年迄前後1ユ年の 間同校図案科学生 の 養成 に 尽力す 。
　　　又明治43年伊国忠林府万国博覧会に は 出品協会理 事長を 嘱託 し ， 渡伊其事務に 従事 し ， 其他各種の 勧業博
　　覧会 ， 共進会 ， 品 評 会等 に多く関与し，主 として 工 芸意匠方面 に 亘 る審査事務を鞅掌す 。 大正 3年 1月11日
　　享年60才 を 以 て ，東京市牛込 区市 ケ谷仲之町 に 没す 。 」
　　こ れ に よ っ て も工 業図案科科長 は 平山英三 とす るの が正 しい 。た だ上 に も み るよ うに科 長 就 任 当 時の 平山英
　三 の本務 は特許局 の 課長 で あり， 東京工 業学校工 業図業科 は兼務で あ っ た た め，科長を補佐す る意味で 副科長
　制 度 を置 き ， 科長 と して の 実際の 教務は副 科長の 井手馬太郎が担当 した と考え られ るの で ，一般 に は小場恒吉
　の 文 や ， 『技芸 の 友」 の タ イ トル に み られ るよ うに ，井戸馬太郎が 工 業図案科科長と考え られ て い た もの で あ
　ろう。
  横地清次郎編 「図按」第17号 明治36 国光社 8ペ ージ
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  　第 5回内国勧業博覧会事務局編 「第 5回内国勧業博覧会出品審査概況』明治36 所収　第 10部美術及美術工
　芸128ペ ージ
  前掲 r図 按」第17号 9ペ ージ
  　前掲 『夙川学院短期大学研究紀要」第 2号参照
  前掲 r図按」ee　1号 38ペ ージ
霸　前掲 『図按』第 5号　明治35　国光社　こ こ で は，在京229名　地方118名　全会員数345名 とな っ て おり総
　計 は合 っ て い な い Q
  前掲 『図按」第 1号 30ペ ジー
  　前掲 「図按』第 5号　35〜39ペ ージ参照
  　浦崎永錫 「日本 近代美術発 達 史」　（明治編）昭 和 49 東京美術　436ペ ージ に よ る 。
  前掲 『図按」第 5号 35ペ ージ
  　前掲書 37ペ ージ
＠　前掲 『図按』第10号　明治36　34〜36ペ ジー




前掲 「図按」第ユ0号　大 日本図案協会総則同上細則　38ペ ージ
＠　前掲 『図按』第 22号　明治37　4 ペ ジー参照
  　 日本 科 学技術史会編 「日本科学技術史大系」第 2巻通史 暑　 1967 第一法規　所収　工 業革新 二 関 ス ル 建白
　 257〜258ペ ージ再 引
一 18一
工工一leotronio 　 ibra y 　
